
｛研究論文 ］

国際パカ ロ レア の壁史教育に 関す る
一考察

一－DP 科 目 「歴史J と TOK 領域 f歴史J に注 目 し て一一

次橋 秀樹

1 . は じめに
本務 では， E窓際パカロ レ アのデ ィプロマ プロ グラム

（以下 ， 国際パカロ レ アにつ いては1B ， デ ィブロマ プ
ロ グラムにつ いてはDP とする） における歴 史教 育の

方法 を検討する。
1B はもともと， それぞれ異な

る母層 の大さ知こ 円 滑 に入学できるようにというJ晶 、を
持って開発され， 1968
t:1 グラムである。 DP は，

認 のブ勺 ロ グラムで、 あり， 現 在4 つ ある1B プロ グラムの
中でも， 最初に主主 みだされたものである。 このDP 資

として国際 的に広く返照 しているo

a 本において1B は， 2013年5月
きな浅 協 を浴 びることになった。

19 79 年に文部省がDP 取得者をf大学入学；こ閣 し高等
したものと同等 以上の学力があると認めら

れる者jとして認めたものの， 長く日本国内 の DP 認
占 めており， 2013年5月待点、

での認定校は16校に過ぎ なかった。 ここに， DP 認定
校を5年閣 で200 校に増 やすこと， さ当 特英 語 ・ フラン
ス話 ・ スペ イン諾 しかなかったDP において日本語 の
プロ グラム開発と導入を進めることが提言 され， 文部
科学後 の支設 のもと， 日本の学校への紹介 ・
極的に語 られることとなったのであるG 201 7年3月現
在， 認定校は31 校と筏 襟数 には至 っていないものの，

日本語 プロ グラムの開発も次々 と進み， 2015 年 6 月
以降は， 選択必修 の6グ〉レー フヮ のうち外患諮 以外のす
べてのグルー プ を日本語 で履修 できる科医 が選択でき
ることになった ｛ ただし， 外関 語 に加 えてもう1 科医
は日本誇 プロ グラムがあっても英 語等 で履修 しなけれ
ば ならなし 、） 。

このIBDP のうち， どのように
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行わ れているかにつ いて分析し 考察する。 。p の科
悶「歴 史jにつ いては， 1B 教員 であるダ ッ タ・ シャミ
によって日本誌 で脅 かれた雑誌連載 の報告l がある。 こ
こでは日本の rt笠界史j科お の授業との違いにも紋 れ
つ つ教 育践 的 ・ 方法 ・ 評価につ いて災銭 を含 めて裕介
されている。 しかし， DP のコ アのーっ とされるTOK
（百1 eory of ぬ1 ow ledge ： 知の環 論） の学びのなかに規
定された8 つ のf知の鍛域jのーっ として存 在する領
域f震史jと， 科I§ r康 史jとの関係につ いては詳 し
く論じられていなし、α ま た， TOK ；こ 関する研究論文や，

テキ ストの一 部を訳 した書籍 も発行されているが，

TOK 綴域f震史Jを重点的に扱 った内 容のものは管 見
の限 り見ない。 そこで本稿では， 。？ の科問「歴 史j
と， TOK 綴域f歴 史jの学びをそれぞれ明らかにしな
がら， それらがどう笈 いに関わ りあっているかさと検討
する。 これにより， カリキュ ラムにおける教科 と教 科
外教 育の関係を考えるうえでも有効 な示唆 を得ること
ができょう。

なお， 本稿では国際 ノくカロ レ ア機構（以下 IBO とす
る） が作成している教 師m r 指導の手引きjf教 師府参

などに加 え， いずれも生徒用テキ ストとして
広く用いられているとされるケンブ リッ ジ 大学出版の
『τn eory of Kn ow ledge fo r t he 1B Di ploma 回目 のため

の知の理論立 とピ アソ ン社のUHi story: C au ses, P racti ces 
and Eff ect s  of W ars 〔歴 史 ． 戦今 の原忠 実際 と

とする。

2 .  IBDP における科 医 F壁史jと TOK の位霞づけ
IBDP では， 科認 に儲 りがなく（とくに文系 ・ 理系

のどちらかに｛漏 らないよう） ， バ ランスのとれたカリ
キュ ラムであることが元 来志 向されており， 創設以来，

母 国 語 （グルー プ1） ， 第二言 語 （グ
‘ノレー ブ2） ， 人 文・



表 1 IBDP の科 目とコア

国際illロレア ディプロマプログラム
ぷ広定望事τ＝努旋毛盆＝

τOK （郊の理論）
コ ア EE I課題論文）

CAS （倉j造住 ・ 活動 ・ 奉仕）

No グループ名 事手 段 学j
言語A ： 文学

1 言言言吾 と 文学 言語A ： 言語と文化
雷語A ： ：文化と 演劇
a！苦B

2 ぎま吾の習得 割1縁語学

グ ロ ー パノレ政治

3 ff/ii人 と 社会 歴史
f古級ァ ク ノ ロ ジー と グ ロ ー パノレ社会
哲学
心理学
役会 ・ 文化人類学
世界の宗数

主主要告
化学
コ ン ピ ュ ー タ 科学

4 理科 デザイ ンテ ク ノ 口 ジ ー

物君主
ス ポ ー ツ と il雲間j と 終淡科学
E義者室 シ ス フー ム と 社会｛グループ3と し て も刻
数学ス タ ディ ーズ

数 学 数学ス タ ンダー ド レベル
数学ハイ レベル
数学 さ ら に ハ イ レベル
ダ ン ス
音楽

主芸術 ブ イ ノレム
文学 と 淡燦i
塁塁策
斜体 ・ 日本草葺で学ぶこ と が 可鐙な科目

IBO;t; … ムベー ジ の シ ラ パス を 元 iこぎ義者作成 （2017年3JH 見従）

社会科学（グルー プ。 3） ， 自然 科学（グ
、ノレー フ。 4） ， 数

学（グルー プ 5） のように ， 日本で言うとこ ろ の 「回
数英 社潔Jを必修 選択とし ている。 そのうえで， 専 門
をより深めるために ， 一 部科尽 を除 いて上級（hi gher
l ev el :  HL) と標準（standardl ev el :  SL） の2 つ のレベル
設定を行っている。 DP 資 格取得を狼 う生徒 は， 表 1
の6 つ のクツレー フ。 の中からl 科医 ずつ 選択し， そのう
ち3 科医 以上を上級レベル でそれぞれ240 時 間2， 残 り
を標準レベノレ で150 時 間受講 する必婆がある。 なお，
グルー プ6は， ｛むグソレー フつ の科留 で代替 が可 能となっ
ているc

V のIBDP にお いて， 科医 f歴史 jはグルー フ。
3 「個

人 と社会jのやの選択科目の一 つに 位置づけられる。
科目設定とし ての f歴史 Jは一 つ で、 あり， f 日本史 A J
や 「 日本史 B Jのように 世界史 から母 国 の歴史 だけを
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切 り分けた単独 科自はない。 科目 「震史 」 で学ぶ内容
に つ いては後ほ ど検討するが， 教師・ 本人 に よる学習
内容の選択に よっては母 国 の歴史 を中心 的に はまった
くさ詳ば ないというこ とも 起こ り得る。

またカリキュ ラムに つ いては， 6 科尽 のほ かに， コ

アとし て， TOK (T heo ry of K nowl edge ： 知の理論） ，
EE ( Ex tended Essay ・ 諜 題 論 文 ） , CAS 

(C reativi ty/A ctio n/S ervic e： 創造性・ 活 動 ・ 奉仕） の三
つ が必修重要件 となる。 IBDP 資 格は45点満点 中， 24 点
以上で得られる。 そのうち6科· 13 が42 点 をお め（I 科
自に つ き7 点満点） , TOK とEE は3 点、 に すぎ ないが
(CAS は評価対象外） , TOK やEE がとも に最低 評価

のE の場合は各科尽 の総 合点 がいくら高 くても 資 格が
得られないとされる。 爵際 的な学校やテスト研究を行
うフォ ッ ク ス （ElisabethFox） は， TOK · EE· CAS に
つ いて， 「 こ の3 つ の付加 要件 が， B をただの一連の
試験制度ではなく， ひ とつ の教育フ。 ロ グラムたらし め
ているJと評価する九 現在 のTOK ・ CAS · EE の各 「 指
導の手引jにお いては， いずれも 一貫 し て① 教科学習
を支え， 教科学習に 支えられる， 窃閤際 的な視野 を育
む， ③ 自己 認識とアイデ ンティティー を埼 う， という
三 つ のね らいに 取り組 むとも 説明されている七

3 .  IB 科 目 f康史J の内容と涼理
( 1 ） 何を学ぶのか

次の表 2 で示し たように ， 科目 f涯史 jに お いて，
教締 は5 つ のf 指定学習項 13 Jから1 項 闘 を選択し（ス
テッ プ I)， 次に 1 2 の世界 史 トピ ッ ク のやから異なる
地域の2 つ の事例 研究を選択する（ス テッ ブ2） 。

ス テッ プi の5 つ の 「指定学習項 自J｛こ はそれぞれ
2 つ の事例 研究が予 め準備 されてお り， その2 っ とも
学ば なければ ならない。 例 えば， 「3 ： 役界規模 の戦争
への塁手J きjでは， 1 931 欄 1 94 1 年の日本と， 1 931 - 1 940年
のド イツ ・ イタリアという2 つ の事例 研究が指定され
る。

ス テッ プ2 の 12 の世界史トピ ッ ク で取り上げる事
例 は選択紋 の中から教部の裁量 で選択できる。 ただし，
一 つ のトピ ッ ク に つ き， 「 アジ アとオセ アニ アJ' fアフ
リカと中東J， 「 ヨ ー ロ ッ パ J, f南北 アメ リカ」 の4 つ
の地域のうち， 異なる複数 の地域を取り上げなければ
ならない5

0 また， 次節で詳 し く述べるが， 事例 を見る



表 2 「霞史」 科 El 学習 の ス テ ッ ブ

ス ラ ッ プ
す司祭

の 自 室と
ス テ ッ ブ 塁審総定学習工頁日 ！ っ選択 選択 し た i ～5

I. m:琴q詩導者 の 項 目 そ れ ぞ
2. 1疋阪 と そのJit;繁 れ に 指 定 さ れ

後 準 . J二 3. 世界線絞め殺争へのぎきj き fこ fl!! 主交 の 災 tj:
事現 レ ベ ル 4. F撃手lj と 抗議遂妥当j る 2 つ の111バプ，j
と も 5 紛争 と 介入 得？究を？子 う
40 a寺j詰j
ス テ ッ プ 署警 lli:.IBと ト ピ ッ ク 2 つ遂択 滋択 し た 2 つ

2 I. 社会 と 議室淡 （750- 1400 年） の i世 界 史 ト ピ
2 中 i止め戦争の原図 と 務系 （750 ッ ク そ れ ぞ れ

機 溶 . J: 1 500 年） の会主室主テーマ ，

級 レ ベ ノレ 3. ：：ξ存者 と 支配者 （750 1 500 生存） t君主主 の とよ 習 内
と も 4. j盈主主j留のお：会 （ 1400- 1 700 年） 容が示 さ れ ， 例
90 ff寺！；司 5. 近i立の閣さま （ 1450 1 7初 年） （ こ れ は 綴 定

6 近i止め戦争の原僚 と 卒者来 （ 1 500 ではなし 、） も苦言
1 700 年） 予言 さ れて い るつ

7. i!妥ゑfヒのは じ ま り ， 発立を と そ の
( 1 750-2005 年）

8. 3虫-f.r.j遂塁手j ( 1 800-2000 4三）
9. 主主主2主総i認さまの籍後 ( 1848-
2000 年｝
1 0. 独裁主ま警告守潔家 （20 t投紀）
1 i ‘ 20 1投手色のI緩やめ！京協 と 結果
1 2. 冷i渋 自 主芸大関関の雲ミ3長 と 対立

(20 ill:紀）
ス テ ッ ブ 縁地主主 1 つ選択 1～4 か ら 1 11主

3 I. ア フ ワ ヵ と やき手の隆史 j或をi翠択 し ， そ
2. f翁北ア メ リ カ の澄史 の や で さ ら に

上級 シ ベ 3. ア ジア と オセ ア ニア の後史 機ヨミ さ れる遂
ノレのみ 4. ヨ ー ロ ッ パの茂投ミ 絞殺か ら 3 つ
90 特許lJ ※ 読 本；mによ る 試験；土写u工 3 と 4 の セ ク シ ョ ン

しか汗Hま されていたい 針変絞する。

f付表r,�手fdii ？！立5とる芳ヲEJ
20 Ii寺llil
タト2話r,�李総i 筆記試験 ． ス テ ッ ブ i ～3 で遂絞 し た 内容 に関連 し て

f捉え方j に つ い て は総か く 指定 さ れ る 会

ス テ ッ ブ 2 を 終 え る と ， 上級 レベルは ス テ ッ ブ 3 .

襟宣告 レベルは 「歴史研究j へ と 移 る 。

上級 レベルだけ が選択す る ス テ ッ ブ 3 で、選択す る 地

域の ト ピ ッ ク のf5iJ は次の表 3 の通 り で、 あ る c と く に 上

級 レベルで は こ の ス テ ッ ブ 3 で，

史 にやや焦点化 し て ， さ ら に掘 り 下げて学ぶ こ と が で

き る よ う に も な っ て い る コ し か し ， こ れ も やは り 近現

代 史 に編 っ て い る 。 例 を 挙げれば お 本の奈良待代や安

ゴ二 ・ 桃山 時代の学習機会は最初 か ら 存在 し ない。

「歴史研究j iま英語の場合 は 2,200 誇， 日 本認では

4,400 字 を 上限 と す る レ ポー ト であ る 。 ト ピ ッ ク は生徒
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表 3 ス テ ッ プ 3 「ア ジ ア と オ セ ア ニア の震史J

＠以下の 1 8 セ ク シ ョ ンの う ち 3 つ選択 し て 学習
i ： 貿易 と 交流 ： 中役の1立界にお け る シル ク ロ ー ド （750- 1 500 年）
2 陶 自 主ls:の主主きま5寺代 （ 1 1 80- 1333 年）
3 ： 東ア ジア と )fミ溺アジア の絞殺 ， f変身 ， 交流 （ 1405-1 700 年）
4 ： ム ガノレ帝磁のi議室主 と 渓ill ( 1 526- 17 12 年）
5 ： ；夜浴ア ジアの綴民主主主義 と ナ シ ョ ナ リ ズム の発疑 ( 1 750勾 1 9 14

年）
6 ： イ ン ド ， ア フ ガニ ス タ ン ， ピノレマ ( 1 75ふ1 9 1 9 年）
7 ： 伝統約y決策ア ジア校会へのお主絞 （ 1 700-1868 i手）
8 ・ オセ ア ニ ア におけ る イ ギ リ ス の綴渓:fl!!主義 と ナ シ ョ ナノレ ・ アイ

デンテ ィ テ ィ ー の出渓 ( 1 788- 19 19 年）
9 :  _l変ア ジ ア の-i:m到の近代化 と 帝国の渓送 （ 1 860鴫 1 9 1 2 生存）
10 ： イ ン ドの ナ シ ョ ナ リ ズム と 独-tr. ( 1 9 1 9・ 1964 年）
1 1 ： 臼 本 （ 1 9 12- 1 990 年）
12 中 i還 と 卒者委主 ( 1 9 1 0- 1950 年）
13  : J紅衛ア ジ ア に お け る 役界大戦の影警察
14 ： 中幾人民共和国 （ 1 949”2005 塁手）
1 5 ： ア ジア の冷絞
16 : 1 947 年以降のi努ア ジア の警告主主 と 務遂
1 7 ： 第二次役界大f談後 の オセ ア ニアの発主主 （ 1945-2005 年 ）
1 8 ： ア ジア の ま士会 ・ 文化 ・ 経済の発m} （ 中 溺 ， 白 木 ， イ ン iどを除

く ） ( 1980崎2005 1¥)

の 自 由 選択であ る た め ， 擦準 レベル ・ 上級 レ ベル と も

に 特定の地域 ・ 国家 を さ ら に深め る 機会 も 提供 し て い

る と 言 え る 。 た だ し ， ト ど ッ ク 選択 に お い て 過去 1 0

年以内の 出来事は不可 と い う 条件 も あ る 。

( 2 ） 評係方法

の評｛邸方法i丈 外部評縞 （IBO が行 う

・ 最終試験） と 内部評儲 （指導す

よ る 評価） に分かれ る c 標準 レ ベ ル で は ， タト

音f,評舗 と し て ス テ ッ ブ l （短答式資料問題 4 慈 60 分） ，

ス テ ッ ブ 2 （小論文 2 題 90 分） が配点比 75%， 内部評

｛刻 と し て レ ポー ト 「歴史研究j が配点え 25 % で あ る c

上級 レベルでは ， ス テ ッ ブ 3 （ノj、論文 3 題 1 50 分） を

加 え た外部評儲が配点、比 80%で， 内部評f泌が 露己点比

20% と な る c 向 レベル と も ス テ ッ ブ ！ ， 2， お よ び外部

評締の爵題は共通で あ り ， 配点比が異な る の みで あ る 。

ま た ， 試験で出題 さ れ る 問題ば， 各 ス テ ッ ブで選択 し

た学習獲 8 ・ ト ピ ッ ク ・ 地域それぞれ に 合 っ た形が選

択 し て解答で き る よ う に な っ て い る 。

( 3 ） 特徴

上級 レベル 240 a寺院 ・ 擦祭 レベル 1 50 時間 と い う IB

の科 目 f歴史j の学資時間 を お 本 の高等学校 と 比較す

る と ， 日 本で必緩修科 回 と な る 世界史の学習時間が rtを



界史 A Jで約 58 時 間， 「役界 史 B Jで も 1 1 7 時 間で あ
るように， 世界史 だけで見 れば問レベル とも に及ば な
い。 し かし， 進学 校で よく 見 ら れるように ほ 本史 B J
の 1 1 7 時 間と 合わ せた f歴史j 全 体の学 習時 間とし て
見 れば， 日 本で も 上級レベノレに近 い学 習時 間あるいは
それ以上を磯保 し ている学 校も 多 いと言 え， 決し てB
の腹史学 習時 間が多 いわ けで はない。

一 方， 学 習内容は大きく 異なっている。 日 本の歴史
科自のカ リキュ ラ ムとの最大の遠 いは， 通史学 習を行
うか行わ ないかというこ とで あろ う。お で は一 つ の地

域・ 国 家に限 定せず必ず複数 の地域や事例 を扱 うこ と，
その際 に 時 代やトピック を限 定し て深めていく こ とが
求めら れる。 また， トピック が近現代史 iこ偏 っている
のも 特 徴的で ある。 教師の選択に も よるが， 飼 えば ス
テッブ i で先に 事例 研究も 示した 「3世界規模 への戦
争へ の動きJ， ステッ ブ2 で 10 「独裁主義的弱 家（20
1世紀 ）J, 12「冷戦 超 大展開 の緊 張と対立（20 t!l：紀 ）J' 
ステッブ3で ヨ ー ロッパ の康 史 から 近 代史 の3セ ク シ
ョ ンを選 べば， すべて20 世紀 以降の歴史 を学 ぶこ とに
なり， 。？ で は古代史 や中世史 に はまった く 触 れない
というこ とが可 能で ある。 さら に は， 例 えば 中国 とい
った特 定の閣 の歴史 を中心的に扱わ ずに学 習を終 える
こ とも で きる。 し かし， トピック 2 で 複数 地域を学 ぶ
こ とを義務 づけている点， トヒ。 ツ ク 3で 4 地域すべて
に細 かい選択絞 をJfl 意し ている点から ， 特定の地域，
例 えば 結局 はヨ ー ロッパ 史 し か選択で きないといった
経路 への誘 導は避 けら れている。 こ のほ か， ステッ ブ
1 の全 10 1闘 の事例 研究も ， すべてを挙げれば 中国 ・ イ
ギ リス ・ スペ イン ・ 南 米 地域 ・ 日 本 ・ ド イツ とイタリ
ァ ・ 米 国 ・ 南 アフ リカ ・ ル ワ ンダ ・ コ ソ ボ が指定され
ているこ とから も ， 地域に つ いては綴 りがないように
記援 されているこ とがうかがえる。

(4 ）どの よ う に学ぶのか
① 科 目 f歴史J のテキス ト

こ のような選択的学 習を支えるIB のテ キ ストは， 民
本にお ける 『世界史 BJ] のように通史 を鰐緩 し た一冊
で はなく ， f冷 戦」 f 民主主義闇 家」「20 役紀 の戦争の
原毘 と結果 Jのようにテ ーマ に つ き l 滞 あり， 多 様で
ある。例 えば ピ アソ ン社の科I§ r淫史j テ キスト（『歴
史 ： 戦争の原因， 実際 と影響Jl ）を見 ても ， 表 4 のよう
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表 4 W庭史 ： 戦争の原因 ， 実際と結果』 隠 次
I .  20 世紀の戦争
2. 第一次世界大戦の原因
3 .  第一次世界大戦と 総力戦
4 第一次世界大戦の結果
5 .  ヨ ー ロ ッパにお け る第二次t世界大戦のF草原

集図安全保障の失敗
6. ヨ ー ロ ッパにお け る 第二次t世界大戦の原思

ヒ ト ラ ーの戦争
7 太平洋におけ る 第二次世界大戦の原図
8.  第二次世界大戦と 総力戦
9. 第二次t世界大戦の結果
1 0. 潟地織のケース ス タ デ ィ l フ ォ ーク ラ ン ド紛争 （ 1 982)

l l . 潟地毒患のケース ス タ テ’ ィ 2 7湾岸戦争 （ 1990-1991)

12 . 内戦のケース ス タ ディ i スベイ ン内戦 （ 1 936- 1 939)

13 .  内戦のケース ス タ ディ 2 中国の関共内戦
( 1 927ぺ937, 1 946-1949) 

14 . アルジエ リ ア戦争ー綴民地か ら の独立戦争
1 5 . 各戦争と 対応 〔試験〕 問題 （Which W訂 for U引回h Question?) 

16 .  知 の至宝芸者
な内容を含ん だ重厚 なも ので， i 術 は300 ペー ジ を超
えている。

＠ 科 医 f康史j の学び方一誠念理解の重視
科混 「膝史j に お いては， テーマ だけ選択し て， 学

ぶべき内容が指定されていないわ けで はない。例 えば
ステップ 2 で 選択で きる世界史トピ ッ ク 1 1 r20 世紀 の
戦争の原因 と結果j の教部用 下歴史j 指導の手引き』
を見 てみよう。 こ こ で は， 次のき受 5 に� ら れるような
指定学 習項 院 が定めら れている6

0

表 5 ト ピ ッ ク 11 : 20 世紀の戦争の原因と結果
学習テーマ 銭安室の学習内容
戦争の原因 経済 ， イ デオ 口 ギー， 政治， 領土iこl.l§i姦する原

図 と そ の他の線図
－ 主立i努的基Hsi と 長期的主主因

戦争への逸 戦争の援実質 ： 内戦 ， 関室主総の戦争， ゲ リ ラ戦
手呈 と 総菜へ － 技術際発 ， 交戦E禁句 怒， ；毎， ？）；＇
の影響 － 人 と 経淡資源の動員の度合い

－ 勢力のll!l与や影響、
結果 － 和平務停の成功 と 失敗

－ 綴j二変更
－ 政治的影蓄量
－ 経済 ・ 社会 ・ 人 口 への彩繁， 女性の役\jfljや地位
の変化

指定の学 習内容とし て示されているのが， 壁史 的用
語で はなく ， 歴史 の捉 え方で あるこ とが分かる。本穏
で は割愛－ するが， こ の表 iこ 続けて合計ゅ の戦争が具体
例 とし て地域別に 提示されているも のの， 例 に つ いて
は 「提案 Jで あり教部と生徒 のニー ズや興味に 応 じて
Jlljの例 を使 うこ とも で きるこ とが強調されている。換



設 すれば， こ こ される捉 え方が適用できる事部
ならば， 自由 に 選択してよいというこ とに なる。

テキ ストもこ のような手引きの指定に そった形で
展開され， 短 期的・ 長 期的姿因 や交 戦圏 （ 地躍 などを

用いつつ陸海空 の戦闘 がどのように 進んだかを捉 える
もの） や政 治・ 経済 ・ 人口 への影饗 などが， 戦争ご と
に むろん強弱 はあるものの一 定の形式で説明される。
例 えば ， 戦争の結果としての 「女 性の役裂 や地伎 の変
化j という捉 え方も， おヌドの教科ミき ではあまりえ られ
ないものであるが， 第一 次世界大戦後のイギ リスにお
いては女 性の服装 や髪裂 が変化したり，

しく 関かれたりした例 が紹介 さ
れている＼ また， スペ イン内戦奇抜 った主主 では， 銃 を
背 負 っ た女 性戦協 負 の写 真 を掲 殺 し， STUDENT

STじDY SECTION, Iミ esea rc hac tiv ity として「スペ イン内
戦にお ける女 性の役割と， 社会にお いて彼女 らの役割
に こ の戦争がどう影響 したかを調べよj とし 寸 課題が
投 げかけられているSc

予 ういった学習に 対応 して， 科白 「器、 史j の最終 試
験 （筆 記試験）では， 指定項 羽 に罷速 してfそれぞれ
異なる地域のニ つの戦争 を例 に 挙If， どの軽 度女 性の

したかを説明せよjといった
問題が実際に も出題されてし 、 るた

にお いて， 歴 史事例 の扱 いに つし
授 を認めつつ， 橋広 い露 史事例 より
る背景に は， 以下 の一 文に 示されるように ， IBDP が

しているこ とがある。
f 指導のアイデ ア ： DP

てる際 は， 際速 する
確に 特定するように してく ださい。例 えば，
界大戦の原障 に 関するDP の震史の単元 では， ？器系 関
係』 としづ概念の探究に はっきりと焦点告と合わせるこ
とができます。 こ れに より， 生徒 ；丈 自らの緩 念的な
理解を新 しい文 脈に適用するこ とができるように なり
ます （こ の例 では， F悶 果関係Jという基本的概念の理

{t!l の窓 史上の出来事の潔罰；こ 対する濠終 を幼 げ
ます）J 10 

とく に歴 史にお ける重要概念は， 療臨 ・ 結果・ 変化・
連続・ 重要性・ 観 点とされ， f 授業を計画 する
篠田 の授業でと守 の概念が特に重要さ かを特定するように
するj こ とが勧 められているI l

e DP にお いて， 探究や
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協働などを護視 する指導向様；こ概念理解に重点を震い
た指導を行う理由 としては， 構 成主義的な考えがある
こ とを示し， 改訂 版タキ ソ ノ ミー を出すに あたってア
ンダ｝ ソ ンとク ラスウ オ ー ルが述べた， 〔既存 の〕 概念
的知識が新 たな知識を理解へと進ませるうえで霊 婆な
役割を来 たす， という一 文 を引用して紹介 している120

その一 方で， 次のような注意も忘 れていない。 rnr
の基盤 となるのは， 統 念， 内容， ス キ ルの相互 関係で
す。 綬 念を基殺 とするカ リキュ ラムに は， f内� と併 せ
て』 というよりも してJ
霞かれているのではなし 、 かとしづ懸 念が伴 うため， こ
れを払拭 するために も， こ の絡玄関係を強調するこ と
は重要に なりますj 1 3  

こ こ で IB が示すスキ ルとは， とく に 科g
で、 はリサーチス キ ル， ほ かに は批判的思考などの窓 考
ス キ ルやコミュ ニ ケ … ショ ンスキ ルなどであるへ ま
た， ただ概念怒 解をすれば よいとしているわけではな
いこ とは， 科箆 「臆 史j の最終 試験の次のような問題
をえ れば 分かるだろう。 rw 戦争は解決 するよりも多く
の問題を生み出したJこ の主張に ついて， 20
つの戦争 （ 異なる地域から選 べ） を例 に 挙げ論じ よj

(1992年）15 

｝ ういった問題に答 えるために は， いわゆる 「援受
用語j さといく つも潟 いなければ ならないG

（内� ）
て説明するこ とが試験でも求められている。 ち し， 本
当
：玄関 題文 で』子会 えてお き， f 次の諮令］ をFお いて説明せよj

とし 、 つ
るρ

よって賠うこ とも可能なはずであ

4 .  TOK の領域 f壁史J の内容と原理
( 1 ) 何 を学ぶのか－TOK の ヨ 穣およ び構造
TOIえ は， 具体的で新 たな知識を与 えるこ とではなく ，

あらためて知識とは向 かを潤 いなお すこ と， 八開 がど
のように ものご とを知るのかというブJ ロ セ ス を探究す

るコ ー ス である。 TOK のね らいは次のように 示されて
いる160



か， その 知言誌が どの よう に批判的に吟味 さ れ る のかについ
て ， 認織を発注量さ せ る。

3. 文化約 な も の の 見方 の多様性や塁まか さ に対 し て 関心を抱
き ， i滋人的な前援や， イ デオ ロ ギーの底流にある前援につい
て 自 覚的になる。

4 .  13 分の信念や自立擦を批判的に絞 り 返 り ， よ9 忽！節祭 く ，
f壬窓滋 と 問 的主主滋；こ瀦ち た人生さと送れ る よう ｛こする。

5 . 知談；こはまを俊が｛半い， 知 る こ と に よっ て社会への参加 と 行
動の義務が主主 じ る こ と を理解する。

TOK はこ のね らいをと達 成するために， 構造 化された
独特 の探究アプロー チを用いる。 ま ず， 知識とは一 人
の偲 人が生成し た f個 人的な知識」 と複数 の人間が生
成する f 共有 された知識jがあると分類 される。 それ
ぞれの意味と関係， バ ランスを考えるこ とで，
(k now er） とし ての個 人と知識の関係性を問う 。 そし

て， 言活 ・知覚 ・感情・理論・想像 ・信仰 ・直感・記
憶 という 8 つ の「知るための方法 （w ay s  of k now ing ) J 
がぷ され， こ れらが 「数学 」 「自然科学 J 「ヒュ ーマ
ンサイエンスj f芸術Jf歴史j f倫 理j 「宗 教的知
識の体系 j f土 地鼠有 の知識の体系 j という 8 つ の異
なる f 知識の領域Jの文 脈， i阪 人との関係性にお いて
どのよう に機能し ， 格 互作用するか探究される17a

こ のよう に TOK では， 同じ知識であっても領域に
よって臨有伎 があるとし て， 学 問を8 つ の領域を分類
する。 例 えば， f歴史j の知識は「自然科学j が用いる
よう な実験によって生み出されていない。 従 って， 知
識がどのよう に生ま れ， どのよう な不安 定さを持っ か
につ いても領域それぞれに異なるこ とを学 ぶこ とに意
義があるとされる。 こ れらの違いにつ いて， 「 自然科学 j

領域と， 領域「歴史 Jをiu に挙げれば， TOK のテ キ ス
ト1 8 では次のよう にも説明されている。
｛ 自 然科学］ 13 然科学は ， 窃 然界についての主張で ， t世界が どの

よう に動いている かの法射を解明 し よう と します。 こ れ ら の法郎
は， 実験や試験の結果 と し て浮き 出 さ れ， 同 じ条件下であれば常
；ニエミである と 主張されます。 し か し， こ の よう な方法で得 られた
匁1辞表は ， どの程度， E産かで し ょ う か。 そ して ， 科学的法則i土 ， 将
来を予測する た め に ， どの稜皮 ， 守主主なの で し ょ う か。
［！店主交］ 過去に実際｛可が怒こ っ た のかを窓味が あ る かた ち で認す

こ と は可能で し ょ う か。 ｛可i以と も t誌の人々 が｛可を考えていたのか ，
手ょた ち は終かに知 る こ と がで き る ので し ょ う か。 霊童5とを学ぶ際；こ
は ， 必ずj][jfilす る 「後在京、白色な隠し 、J がい く つかあ り ま ず。 ま た ，
こ の分野の知談が ， どの程度， ｛言綴で き ， 存主主であ る のかな判断
する際；こ， 異 な っ た タ イ プの燈史的是正鎚の信綴性について投げか
け る防いも重要さです む

こ う し た8 領域は， 学 問的な近さによってま とめら
れているとされ， 表 1 でも示し たDP のグノレー ピ ング
や科 尽 とは一致 し ないし， f土 地国 有 の知識の体系 」の
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よう に， 科 濁 とし て存在 し ないもの含ま れている。 し
かし， 少 なくともそのう ち6つ の領域につ いての学 習
を求める領域の選択につ いては， f数学 jや f歴史 j
といった履修科 目と一致 させるこ とも推奨 されてお り
19， 当 然 ながらDP 科 目 「筏史 」 受講者 はτOK でも領
域 f歴史 」 を学 ぶこ とが期待 される。 あらためて各科
目で学ん だ知識を問い夜すプロセ ス にお いて， f 知識
の領域j関士 のつ ながり， 科 目関士 のつ ながりも確認
され， 教科学 習との往還 も図られるのである。

TOK の学 習時 間とし ては， DP の2 年間にわたって
100 時 間以上の学 習が想定されているが， 上記のアプ
ロー チに沿って進 み， さらに6つ の 「知識の領域」 を

扱 う となると， TOK 領域 f盤、史 jの学 習時 間はある程
度限 定されよう 。 例 えば， IBDP 認定校の一 つ である
立命館宇 治高等学 校の指導案 では， 単元名 「『知識の領

域』 とし ての歴史 Jに対し て， 8 時限 （I 時限 は50 分
であり実質6 時隠 40 分） が与 えられている20 。

( 2 ） どのよ う に学ぶのか
① τOK のテキス ト における領域 f歴史j

一jご の表 6 はケ ンブ リッ ジ 大学 出版の TOK テ キ スト
の第 15主主， 領域 「歴史 」 の章 立てである。
表 6 TOK 領域 「震史 」 のテ キスト内容
〔①～⑤の怒号は繁華まに よる ］

①導入
②mi史 と は｛可か

言正拠／］重姿性／過去を説明する
③なぜ歴史を学ぶか

歴史はアイ デンテ ィ テ ィ 主主殺を与え る／
燈史はブ口 パガンダから守る／
E霊史；土人罪司の性号室についての手ょたち の潔終をおめる

③過去 は どの よう に知 る こ と ができ る か
一次炎料

③霊安かれた歴史
E霊史i主選択の中のi墾択である／
あ と 知恵の強み／あ と 知怒の弱み

⑤バイ ア スの問題
多元的なアプロ ーチ

⑦震史の君主総
円高主人」 の箆史寝言語／経済決定論

③結論
③キー ・ ボイ ン ト

こ れらを透 し て TOK 領域 「壁史 Jで学 ぶこ とのね



らいは， 没 後の 「 キー ・ボ イントj に婆点を見て取れ
よう。 ここには歴 史；こは多 様な議 論があること， 不確
実性ゆえに多 様な視点でえ ることの震 婆性，
とっての有用性が示されている。
表 7 領滋 「歴史J キー ・ ポイ ン ト 21 ［抜粋］
• ffil'SとのさP/!/r土手ょた ちのア イ デンテ ィ テ ィ iこ焚飲する ， ブCパガ
ンダから守る ， そ し て人間後ふを鐙か；こする と い う 線的 で正 当 ｛とさ
れる。
－ 歴史は一次交終；こ基づいているが， でき ご と に つい て選択約な
解禁ミを されて い る た め， い つも 悩｛疫がある と その玄支受け取る ？
と はで き ないc

ー 過去を後関 し よう と する�. ！翠史家は あ と 矢口蕊の有利 さ を終っ
ている。 し か し ， これは と き どき あ と 知）/if.のバイ ア ス と い う 絞染
を も た ら し う る。

・ 庁長史そdlるやjlの お で， 完全に客観的に見る こ と は不可能だが，
干ょ た ち は過去を多主義fJ'.t見ぷでえ よう と す る こ と に よっ ておそ ら
く より 災災；こ近づ く こ と ができ る。

・ 控室史；立後後な状況を扱 う ので， 立言史的なでき ご と はめ っ た に…
つの主主凶 に よる ものではな く p ふ つう 客室々 fJ'.愛国が複合 し た主主来
であると

② τOK 領域 f藍史J に おける具体的な 潤 いとは
テキ ストでは， 各攻 自 して， 次のような罷い

やそれに応 じたグルー プ活 動の指示が� られるc

表 8 TOK 領域 「援史j に おける Activity22 〔抜粋〕
Activity 1 5.3 ②苦言史 と は向か一家警主役において
あなたの 段 級 な選択3告書きさと絞っ て ， 以下の投H長率のぎ芝5と約I,立案受
性さと認｛議せ よ。
a. 1 859 ＂ド， チャ ーノレス戸ダー ウ ィ ンの n翠のを塁線HU絞
b. あなたの高ij切の TOK

c. 1 948 1手， マハ ト マ ・ ガンディ ーの硲絞
d. 1 93Q fj三のサ ッ カ ー ワ ール ドカ ッ プ決務ー ウ ルグアイ が緩和 iした
C. 1 955 年 ， t:＇，レ ・ ゲイ ツ議芝生
五 ア メ リ カ ポi大；淡綴の どん ・ ク リ ン ト ンのそニカ ・ ノレイ ン ス キー

と のお5長率
g. 2001 年 ， ワ ール ド ト レー ドセ ン タ ー と ベ ン タ ゴンへのテ ロ リ ス

ト 3コ次警警
Activi1y 1 5.4 5幸 「なぜ歴史さとやぶか； において

「径史学資は と て も 送受なので 18 では必修科 尽 にすべき どj と い
う 主張に対 し て な る べ く 多 く の撃を浅の議終を考え よ。
Activity 1 5. 1 6  会 f/l震史の綴系金 一 行会人3 の俊史君主主義j におし、て
2. 心王手二学芸？のニ コ ラ ス ・ ハ ン ブ ヲ ー は ， も しニ ュ ー ト ンが存在 し

な く て も ， 2最古通話せの人r,llが 王子手I号 iカの法三員ljを発見 しただろ う が ，
シ ェ イ ク ス ピアがず子夜 しなかっ た ら ， だれ も ハム ン ッ ト を生み出
す こ と はでき なかっ た だろ う ， と 言 っ た会 あなたは徐大な歴史上
の人物ばニュ ー ト ンや シ ェ イ ク ス ピアにi［い と 湾え る か合

Acti、ity 1 s. 1 s  :JJ r室主交の翌塁線一怒；斉決定総j において
l .  i＠公 2000 生存の絞5とのなかで ， どの発i潟がfl:!'5とによ誌 も ゑ火な：�
三塁 を あ た えた と 考え る かご ま たそればなぜか0 2. 技術；玄米認をを
形作る う えで ， i海人 の行動 より も 重大な役おを系たず ， と い う マ
ル ク ス の主張にあなたは後成か， 反対か。

科目f歴 史j においては， 歴 史の事例 を？ ？ どうえ る
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ヵっ とし づ 概念怒 解が議後 される一 方， TOK の領域f鐙
史j では， 表 8 のA ctivity l5.3 や15.4のように， 震史
の内 容 （ 知識） や一般的な歴 史概念そのものを揺 さぶ
る契機を与 えている。 このように，
によっては大きく変わるという
や方法論についても学ぶ。 さらに， A ctivityl5.4や15.16
と 15.18 のように， 対立的な考え方をあえて提示した
り引き出したりすることで， 多角 的な授 点を
を与 えているc また， オッ ク ス ブオ ー ド 大学出版の

τOK のテキ ストでは， TOK の
示される
など） という領域共通のプ レー ムワ ー ク に沿 っ

を分析するという浸僚 がえ られる23

5 . おわ り に
TOK と教科学習の際係について， fTOK の学習は，

教科学習を支えるとともに 教科学習に支えられるも
のでもあり， すべてのひP 科段 の き』 ；ま，
数約 が総 当 科自において TOK とのつながりを見つけ
る方法を提案 していますJ 24 と述べられている。 実際
iこ， DP 科羽 f歴 史j の 『指導： の手引き』 冒頭 ではrroK
とのつながりをつくる議 論の例 jとして 「 人間ば歴 史
から学ぶことができるのだろうかj といった9 つの例
が提示25 �れ， テキストでも繍タト；こ 「T oK T imeJ とし
て， "3 該 学習内 容を TOK の視点からどのように捉 え
られるかというヒントが髄所に挿 入されている。 例 え
ば， 第一 次税：界 大戦最大の戦いとされる f ソ ンムの戦
し 、j の項 では， Yご は， 死 者・負傷 者の
発生は避 けることができない。 しかしながら， ソ ンム
の戦いでは， 容認できないほ ど多 くの死 者・負傷 者を
出したと考えられるむ 戦争における高 い摂耗率 ［ra te〕
は 容認できるだろうか。
何 だろうか。
いては， 本当 にその数 の多 くの死 者・負傷 者を出すv

とが避 けられないということ していたのだろう
かj と歴 史事実を聞 い夜すように促 しているc

加 のように すOK では， 各科尽 の学習内 容さと題材；こ
して， 知識そのものを鰐 い直す契機を提供するむ 間 い
渡 しさと f歴 史j などの科問から分離 させて TOK とし
て改めて構造化し， こ爪 rh ザ庁、協鮎〆h嶋崎十字体胤み 芝 V

とで， 科目の枠組 みを越えた気 づきも与 えることにな



り， 科留 を往還 する有効 な仕掛 けとし て機 能する。 ま
た， TOK で の既存 知識 の関 い直し は， 科目 「歴史 」 の
学び も， さら に 深い思考のあるものへ と導く仕掛 けと
なっている。 なぜ なら ， TOK はま さに 研究者 の思考プ
ロセ スで もあり， その追体験とも言 えるスリ リ ング な
学問体験だから で ある。

胞 の科目 「歴史j のカリ キュ ラム に つ いては， 例 え
ば イギ リ ス のように 、 待代 ・ 地域を限 定し たトピ ッ ク
学習を中心 iこ ， 学年を追うとともに時代 が進 むという

歴史 学習の叢 積のうえなら ば， こ れに 続く後 期中等 教
資段階で 学習範囲 が近現代寄 りで‘ あったり， トピ ッ ク
が限 定的で、 あったりし たとし ても， IB とのカリ キュ ラ
ム の適 合性は高 いと言 えよう。 し かし， 通史 学習を基
本とする日 本のカリ キュ ラムへ 移入するこ とを考える
なら ば， さら なる検討の余 地 がある。

たし かに 、協 の麗史 教育から は、 f捉 え方j の指定
や概念E支援， 通教科的なコ ー ス で‘ ある TOK から の閉
し、かけなど， 学ぶこ とので きる点も多 い。 し かし ， 通
史 学習を過 し て， 歴史 の大きな流れをつ かむこ と， 広
い主!!lf設 的 ・ 歴史 的範翻 の中で、 繰り返されるいくつ もの
小さな法則 性に 自ら 気 づき， 概念理解を深め ていくこ
ともま た歴史 を学ぶ意義で あり面 白 さで ある。 こ の点
に おいては， 近年の探究さ学 習へ の流れの中で， 従 来の
日 本の歴史 教育の成 果も立ち止 ま って再評価すべきで
あろ う。
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